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論 文 内 容 の 要 旨
本論文はイオウ, 窒素を含む長鎖化合物および異節環化合物に関する研究と題 し, 2編, 11章からなっ
ている｡ 第 1編は合成に関する研究であり, 第2編は著者の合成した多 くの化合物の界面活性剤としての
性質と化学構造との関係についての研究である｡
まず, 第 1編, 第 1章においては長鎖アルキルカルボキシメチルスルホキシ ドを合成し, このものは界
面活性剤としては優れた特長は有 していないが, このものの熱分解を研究し, その熱分解生成物としてビ
ス ･ チオアルコキシ酢酸, ビス ･ チオアルコキシメタンを認め, その生成機構を明らかにしている｡
第 2 章においては今までに系統的研究の行なわれていないアミンイミド系界面活性剤について始めて系
統的な合成とそれらの性質との研究を行なったものであって, 考え得るすべての合成法で, 種々のアルキ
ル長鎖のアミンイミドを数多 く合成した結末が詳細 こ示されている｡ それらについて界面活性剤的性質を
検討すると共に, 示差熱分析によってアミンイミドがアルキルイソシアナー トと3級アミンとに熱分解を
起す温度を求めている｡
第 3 章は長鎖アルキルグリシジル4 級アンモニウム塩の合成と, それらの加溶媒反応に関する研究であ
って, それらのオキシラン基の塩基接触加アルコール反応を反応速度論的に研究し, 第4級アンモニウム
塩基の影響を受けて, 単独エポキシ基のアルコールとの反応の場合よりも40- 200 倍大きい速度でアルコ
ールとの反応が起る事実を認めている｡
第 4 茸はエピクロルヒドリンならびにアルキルグリシジルエーテルに長鎖アルキルメルカプタンを反応








生成させ, この系の数多くの新化合物を合成している｡ また, このようにして合成された数種の化合物が
界面活成剤としての特長を有することを認めている｡
第2編は以上第 1編で著者が合成した数多 くの新らしい, イオウ, 窒素を含む長鎖アルキルおよび異節
環化合物の界面活性剤としての性質, 特にその化学構造と界面化学的性質との関係について研究をしたも
のである｡
第 1茸では親水基としてスルホキシ ド基を有する界面活性剤, 第2茸ではアミンイミド基を親水基とす
る界面活性剤, 第 3 , 4 および 5 茸ではエーテル結合, チオエーテル結合を有する二鎖疎水性基を有する
アニオン性, 非イオン表面活性剤について, その水溶液の表面張力,cmc, 起泡性, 浸透力などをいろい













論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
界面活性剤は合成洗剤, 繊維加工処理剤を始めとし, いろいろの分野に実用されている実際上重要な化
合物であるが, すでに過去において多 くの研究が蓄積されていて, 合成化学的に新しい種類を創製するこ
と, 特に従来の製品より優れた特長を有する新種を作り出すことはむつかしい現状にある｡ 本論文はこの
分野にかなり進んだ研究を行ない, 新らしい成果を修めたものであって, 2編からなり, 第 1編では多 く




















に比して一段と優れた性能を有することを見出し, さらに一, 二の新実用面を開拓したものであって, 学
術上ならびに実際上貢献するところが少なくない｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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